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【ごあいさつ】
新しい年を迎え、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。また、日頃からの活動に対してご

理解、ご協力を頂きまして感謝申し上げます。
今回のレポートでは、くらしの相談対応、令和7年12月の第４回定例会での議会での活動、田原市のトピックスに

ついてご報告いたします。

くらしの相談対応
【現状】
滝頭公園北入口の交差点から滝頭公園入口付近までの道路で、車道まで草木が伸びており、車体に
当たる為、避けるとセンターライン付近まで行くことになり、反対車線の車両と接触する恐れがある。
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【対策】道路全域にわたって除草した
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滝頭公園

【現状】
藤七原湿地や林道衣笠線から滝頭公園北入口交差点～滝頭公園間の車道に出る際、雑木や雑草
により左右の確認がしづらい。

【対策】枝草の伐採をおこなった
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議会での活動

トピックス

Ｑ： 企画部が所掌していた「行政改革」を総務部へ、総務部が所掌していた

「情報化の推進」を企画部へ移管する理由は。

Ａ： 「行政改革」は、組織運営や業務改善など、他市と情報共有を図るうえで

も総務部が所掌する方が効果的に業務を進めることが可能と判断した。

「情報化の推進」は、庁内業務のデジタル化は総務部が、地域全体のDX施策については企画部がそれぞれ担っ

      ている状況にあり、取組を効果的・効率的に進めるため、企画部への一元化を判断した。

Ｑ：現在進めているDX推進や行政改革の取組に影響はないか。

Ａ： 「行政改革」については、適切に引き継ぎを行い、継続して改善を推進していく。

DX施策については、一元化により、意思決定の迅速化など、効果的な推進が可能になると考える。

【総務産業委員会】 田原市部等設置条例の一部改正の質疑

【主な議案】

●ほうべの森キャンプ場の野営場テント１張り当たりの面積と使用料の改定を実施

【面積】 【使用料（上限）】

現在： 4m×４m＝１６㎡ → 改定後：５m×４m=20㎡ 現在：2,030円 →改定後： 3,000円

【理由】

  ・最近のファミリー向けテントは、4m×4mの区画では収まらないものが多くなっており、

利用者から面積拡張の要望が出ていた。

  ・区画に収まらないファミリー向けのテントを使用すると2区画分の料金が必要だったが、

改定されたことにより新たに設定される1区画の使用料で利用ができる。

議案89号 田原市使用料及び手数料条例の一部を改正する条例について

●アイゴを工夫してSea級グルメに！

・アイゴの特徴は、背びれや腹びれに毒針がある。死ぬと臭い匂い

 が身に移る。海の藻場を荒らすなど多くのデメリットがある魚で、網に

入っても逃がすか処分していた。

・そこで、渥美商工会観光事業委員会によって考え出されたのが、   

 他の魚とすり身にすることで、臭い匂いのない美味しい食材にする

 ことに成功！

未利用魚を活かした食品ロス削減、海の環境を守るブルーカー

ボンにつながるなどの効果が期待される。

みなとオアシス伊良湖の新たな海の「Sea級グルメ」が誕生！

市役所窓口時間が短縮されます

3．【試行運用の概要】

窓口時間： 現行：8:30～17:15 新たな運用：9:00～16:30

試行期間： 令和8年2月2日（月）～3月31日（火）

２．【目的】

①適切な労務管理と働きやすい勤務体制の整備

②業務効率化と市民サービス向上

③オンラインサービスの普及促進

１．【課題】

〇窓口時間と職員の勤務時間が同一であるため、

時間外勤務が前提の勤務体制となっている。
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